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【公表番号】特表2015-507353(P2015-507353A)
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【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  31/0224   (2006.01)
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【手続補正書】
【提出日】平成27年11月26日(2015.11.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　裏面電極及び少なくとも１つの光電活性層を有する構造体を用意すること、光電活性デ
バイスの製造の一部として金属酸化物を堆積させること、および、前記金属酸化物を、酸
化物と反応する反応性試薬に曝して比較的疎水性の表面を形成すること、を含む方法。
【請求項２】
　前記光電活性デバイスが光起電力デバイスであり、光電活性層が吸収体である、請求項
１に記載の方法。
【請求項３】
　前記金属酸化物が酸化亜鉛または酸化インジウム錫である、請求項１または２に記載の
方法。
【請求項４】
　前記金属酸化物が酸化亜鉛またはアルミニウムドープ酸化亜鉛である、請求項３に記載
の方法。
【請求項５】
　前記反応性試薬が硫化水素またはセレン化水素である、請求項１～４のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項に記載の方法により製造された光電活性デバイス。
【請求項７】
　吸収体層と金属酸化物を含む少なくとも１つのさらなる層とを有する光起電力デバイス
であって、金属酸化物層の表面が、前記金属酸化物と、当該層の光学的または電気的特性
に実質的に影響を及ぼさずに当該層の耐湿性を高める化合物との反応生成物を含む、光起
電力デバイス。
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【請求項８】
　表面修飾の深さが２０ｎｍ未満である、請求項７に記載のデバイス。
【請求項９】
　前記金属酸化物層の堆積前にバッファ層が吸収体層上に形成される、請求項２に記載の
方法。
【請求項１０】
　さらに、支持体、裏面電極と、カルコゲナイド吸収体である吸収体と、バッファ領域と
を含む、請求項７又は８に記載のデバイス。


	header
	written-amendment

